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カルナカゴーミン作

『量評釈第1章復注』和訳研究(1)

桂　　　紹　隆

ダルマキールティの最初の大著『量評釈』 (Pr pavarttika)の第1章

(svarthanumana-pariccheda)は、フラウワルナ-によると、本来独立した論

書として構想されたものであるが、ダルマキールティがデイグナ-ガの『集量

論』 (Pram叫asamuccaya)の「評釈」 (varttika)を完成しようとした時に、そ

の冒頭に付加されたものであるOその著述目的は、確実な推理・論証(anumana)

の根拠となる正しい証因(hetu)とは何かを徹底的に追求する点にある。彼は、

正しい証因として、 「結果」 (karya) 「本性」 (svabhava) 「非認識」 (anupalabdhi)

の三者をあげ、それを詳細に解説する。その間、本性証因に関連して独自の「ア

ポーハ論」を展開し、最後にヴェ-ダを信頼に足りる聖典　amajとするミ-

マ-ンサー学派に対する批判に多くを費やしているO

本書の研究は、フラウワルナ一によるアポーハ論部分の独訳

[1930/1932/1933/1935]を嘱矢とするが、マルヴァニア[1959]とこョー'J [1960]

によって相付いでサンスクリット刊本が出版されると、まずムケルジー-長崎

[1964]による冒頭部分の英訳研究が発表された。それは、ヴオーラ-太田

[1979/1980/1982]に引継がれた。さらに、太田心海、矢板秀臣、大前太、若原

雄昭の和訳研究によって、我々は本書の全体像をようやくつかむことができる

ようになった。この間、ツイリングがウィスコンシン大学に提出した学位論文

[1976]には、アポーハ論部分の英訳研究が含まれているが、未刊である。なお、

本書に関する書誌学的情報は、塚本他編『発語仏典の研究　Ⅲ　論書篇』 (1990、

平楽寺書店)の第4章「認識論・論理学」 (中井本秀執筆) 419頁以下を参照さ

れたい。
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最近、本書冒頭部分の詳細な英訳研究が公刊された。

Richard P. Hayes and Brendan S. Gillon, "Introduction to Dharmakirti's Theory

of Inference as Presented in Pramanavarttika Svopaj丘avrtti 1-10", Journal of In-

dian Philosophy, Vol. 19-1, 1991.

ムケルジー-長崎以来の労作であるが、必ずしもその結果に満足しないシュタ

インケルナ-は、本書のうち純粋に論理学を扱う部分の独訳を準備中であり、

まもなく公刊されるはずである。また、アポ-ハ部分の新しい独訳もムッフに

よって準備中である。

さて、本書には、三種の復注が残されている。

①云akyabuddhi (ca. 660-720), Pramanavarttika-tika

(Tib. Tohoku 4220, Otani 5718)

② Karnakagomin (9-IOC), Pram坤avarttika-tika

(Skt・ ed. by R. S急nkrtyayana, Allahabad 1943)

③云ankaranandana (9-1 OC), Pramapavarttika-tika

(Tib. Tohoku 4223, Otani 5721)

松田和信は、 ①の-部のサンスクリット写本をネパールで発見し、稲見正浩、

谷貞志とともにローマ字転写を公刊している。

M・ Inami, K. Matsuda and T. Tani, A Study of the Pramanavarttikatlka by

S豆kyabuddhi from the National Archives Collection, Kathmandu, Part I Sanskrit

Fragments Transcribed, The Toyo Bunko, Tokyo, 1992.

②は、夙にシュタインケルナ一によって指摘されたように、 ①のテキストを

ほとんどそのまま利用している。従って、 ①と②は丁寧に比較しながら読む必

要がある。

E. Steinkellner, "Philological Remarks on Sakyamati's Pram叫avarttikatlka,"

Gedenkschrift fur Ludwig Alsdorf, Wiesbaden, 1980.

③は、未完であるが、その著者がカシュミール・シヴァ派のアビナヴァグブ

タらによって敬意をもって言及される点が注目される。

以下、本稿は②の冒頭からの和訳を提示するものであるが、出来るかぎり①
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との異同を訳証で言及する。また、必要に応じて③の内容についても触れるつ

もりである。なお、 『量評釈』の冒頭の2詩項については、マノーラタナンデイ

ンの注釈の和訳を含む次の翻訳研究を参照して、益するところ大であった。

稲見正浩、 「『プラマ-ナ・ヴァ-ルテイカ』プラマ-ナシッデイ章の研究(1)」

『広島大学文学部紀要』第51巻、 1992年

最後に、木村誠司は、ヤマ-リの言明に従って、 『量評釈』の冒頭の2詩項

はダルマキールティの真作ではないと断ずるが、少し早計ではないかと思う。

彼のデイグナ-ガとダルマキールティの論理学の峻別には、筆者も全く同意す

るのであるが、後者の理解には、トム・ティレマンズや若原雄昭に既に指摘さ

れているように、 「実在に基づく推理」 (vastubalapravrttanumana)と並んで「聖

典に基づく推理」 (agama岳ritanumana)を考慮しなければならないOそもそも

シャ-キャブッデイの注釈の理解が、そのままダルマキールティの帰敬偽の哩

解であったと考える必要はない。また、前者が当時の仏教徒の常識に従って、

ダルマキールティの帰敬備中の「ブッダ」を解釈したとしても何等各められる

ことはないはずである。

カルナカゴーミン作『量評釈第1童復注』和訳

0.1.(p.1.6)一切の束縛の境界(gati)を滅し、正しき自在性に確立し、一切

の所知に及ぶ最も無垢なる智の相続から生まれ、長い間衆生利益に心を傾けて

きた主、シュリー・マンジュナ一夕(文珠師利)に敬礼した後、・今日私は何か

『(量)評釈』に関することを詳しく語ろうと思う。1)

0.2.(p.1.10)この[論理学の]主題の[錯綜した]密林においてさえ、我々

など[のような者]が[何かを]語ることができるということは、すべて[我々]

荏(tik豆)作者のもつ利点である。方象(Dignaga)の梶棒のような牙によっ

て[密林の]障害がなくなる時、得られた道を若象たちは楽々と進むのである。
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0.3.(p.1.12)誰にせよ[自分の]美点を自慢して、私を軽蔑する人は、何か

を知っているに違いない。けれどもそのような人に向かって[私は本書を著す

という]この努力をするのではない。いつか誰かが、本書によって目的を成就

するであろう。実にこの世において様々な知性の持主である生あるものには限

りがないから。2)

1.0. (p.1.14)実に、たとえ論書の始めに帰敬備(namaskara云Ioka)をおかなく

ても、身口意によって好ましい神格(i亨tadevata)に対する帰敬を行うことによっ

て福徳(punya)を積むから、支障なく論書(菖astra)は完成するとしても、

[ダルマキールティ]先生は、 [本書を]解説する[注釈]者や[その]聴衆

のために[仏の]称賛[stuti)を先立てる活動をする(つまり、帰敬偶をおく)

ことによって、上層]卓れた福徳を生じることができるから、他者の利益に

なること(pararthya)と、良き人々の習慣(sadacara)を遵守することとを

考慮して、とりわけすぐれた神格(vi軸adevata) (すなわち、仏)に対する

崇拝の偶(puja畠Ioka)を[冒頭に] `vidhutakalpana'云々とおいたのである。3)

Pram坤avarttika 1.1 (Gnoli, p.1.2-3; Malvania, p.1.6-7)

vidhutakalpanaj alagambhlrodaramurttaye /

namah samantabhadr且ya samantaspharanatvise //

rtog pai dra ba rnam bsal zhing //

zab cing rgya che'i sku mnga'ba //

kun tu bzang po'i 'od zer dag //

kun nas 'phro la (D bar) phyag 'tshal lo // (P404b4-5-D261bl-2)

分別の網が振り払われ、甚裸にして広大なる身体を有し、普く[教えの]

光を放つサマンタバドラに帰命する。

1.1.(p.1.19) [備中の] 「サマンタバドラ」という語が、 [その語の]慣用的

用法(r叫hi)に従って[特定の]菩薩(すなわち、普賢菩薩)の意味で用い
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られていると理解されない場合、こ[の帰敬備]は仏世尊に対する崇拝[を意

味するの]である。4)

そして、それ(崇拝)には称賛(stotra)による[崇拝]と敬礼(pr申ma)

による[崇拝]の二種がある。

[備中の] 「帰命する」 (nam坤)という語によって敬礼による[崇拝]が、

残り[の語句]によって称賛による[崇拝]が[意図されている]o

称賛にも自利円満(svarthasampatti)による[称賛]、利他円満(parartha-

sampatti)による[称賛] 、利他円満の手段(pararthasampattyupaya)による[称

賛という区別に従って]三種ある。

1.1.1.(p.1.22)既に自利を円満した者は、利他に関しても能力があるから、5)

まず、 [偽の]前半部(すなわち、 「分別の網が振り払われ、甚探にして広大な

る身体を有し」)によって、自利円満が述べられたのであるo

そして、自利円満は、 [自性・受用・変化の]三身を特徴とするが、 [そのこ

とは帰敬偶前半に言及される]三つの特性によって、優れたものとして顕示さ

れている.すなわち、障害の断滅(avaranapra叫a)という特性、甚深性

(gambhTrya)という特性、広大性(audarya)という特性であるo

そこ(帰敬偽)において、6) 「分別」 (kalpana)とは、我や我がもの(atmatmiya)

などの形相をもって生じたり、所取能取(grahyagrahaka)という形相をもっ

て生じたりする三界に属する心・心作用である。

それ(分別)は「網」 Gala)である。束縛を本性とするからであるo

それ(分別の網)が「振り私らわれ」 (vidhuta)、打ち破られ、7)習気ととも

に再び生じることがないようにされた[三]身が、そのように

[vidhutakalpanajalaという複合語によって]表されたのである。以上によって、

障害の断減という特性が説明された。

一方、甚深性と広大性という二つの特性は、 [備中の] 「甚深」 (gambhira)

と「広大」 (udara)の二語によって言及されているo分別の網を振り払ったも

の(-三身)は、甚深であるo声間や独覚などの境界ではないからo [それは]
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広大である。一切の所知と一切の衆生利益に遍滞するから。

「身体」 (murtti)とは、自性・受用・変化の三身である。 [これら三身を具

えた]世尊が、8) 「分別の網が振り払われ、甚裸にして広大なる身体を有する

もの」 (vidhutakalpanajalagambhlroぬram白rtti)である。

1.1.2.(p.2.10) 「バドラ」 (bhadra)とは、善(kaly坤a)を意味し、昇天

(abhyudaya)と至福(ni垣reyasa)とを特徴とするOある方から、それ(善)

を「普く」 (samantat)、残りなく、それ(善)を求める人々が、その可能性に

応じて(yathabhavyam)獲得できるなら、そのようなお方が「サマンタバドラ」

(samantabhadra)である。この[語]によって利他円満が述べられた。9)

1.1.3.(p.2.12)そして、その利他円満の成就手段が、 「普く[教えの]光を

放つ」 (samantasphuranatvis, pi.)という表現によって、述べられている。

「光」 (tvi写)とは光線(ra菖mi)である。ところで、ここ(帰敬偶)では、

あるがままに事物を捉えるという点で、まさに10)説法は光と]類似するから、

昇天と至福を対象とする諸々の説法(dharmade豆ana)が1)、光のようである[と

いう意味から12) 「光」と呼ばれたのである。

すべてを説くことにより、所化のために13) 「普き」 (samanta)、残りない、

利他の成就の手段を「放ち」 (Vsphar)、遍満させる(vyvも) [説法]が、.「普

く放つもの」 (samantasphuranin, f.pi.)である.そこ(帰敬備)において、14)

そのような「光」 (tvi亨)、すなわち説法を所有する人が、 「普く[教えの]光

を放つもの」 (samantaspharanatvi写)である。

1.1.4.(p.2.17)そして、 「帰命する」 ,nam坤)という語と結合するから、

[帰敬備中の三語]すべてが第4格[語尾をとるの]である15)

1.2.(p.2.18)一方、慣用的用法に依る場合には、この「サマンタバドラ」

という語は、大乗における特定の菩薩(-普賢菩薩)に慣朋勺に適用される。
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従って、こ[の帰敬偽]は菩薩に対する崇拝[を意味すること]になる。しか

し、 [個々の]語の意味は、16)上と同様で構わない。

但し、次の相違がある。 [菩薩の身体から] 「分別の綱が振り払われた→

(vidhutakalpanajala)とは、菩薩地における障害を既に断じているという意味

で理解されるべし。 [菩薩の]甚探性(gambhTrya)は、声臥独覚、凡夫の

境界ではないという意味で[理解されるべし]。一方、 [菩薩の]広大性(audarya)

は、菩薩の偉大性(mahatmya)という意味で[理解されるべし]oところで、

菩薩方にも、 [彼らに]相応しい三身が存在する。17)しかし、 [その]究極を究

めるが故に、 [三身は]仏たちのものであると確立される。

2.0.(p.2.25)実に、この『(量)評釈。という論書には、すぐれた理解者た

ちが必ず存在する。それにもかかわらず、 [ダルマキールティ先生は]聴衆に

欠点(岳rotrdo等a)が多いという理由で、 [本書は実際は他人の]助け(upakara)

となるにもかかわらず、そうではないと言って、18)仏の]善説を繰返し研究

してきたことによって心が習慣づけられていること(sukt豆bhyasa-

bhavitacittatva)こそが、 [本]論書を[書き]始める理由であると示めすため

に、また、 [聴衆は]この大いなる利益をなくしてしまう原因となる欠点を捨

てるべLという、このことも娩曲表現(vakrokti)19)によって述べるために、

pr豆yahprakrta-'云々と第2偶を述べるのであるo

Pramanavarttika 1.2 (G 1.4-7-M l・8-ll)

pray坤prakrtasaktir apratibalaprajno janah kevalam

nanarthy eva subh豆sitaih parigato vidve亨ty ap壬r亨yamalaih /

ten且yam na paropakara iti na台cint豆pi ceta云ciram

sukt丘bhyasavivardhitavyasanam ity atra anubaddhasprham //

skye bo phal cher phal la chags shing shes rab rtsal med pas na legs bshad

rnams // don du mi gnyer kho nar ma zad phrag dog dri ma dag gis sdang

bar yang // yongs (P adds su) gyur des na bdag la 'di ni gzhan la phan pa
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ym zhes bsam pa'ang med // sems ni yun ring legs bshad goms pas lhur

len (P Ian) bskyed phyir `di la dga'ba skyes // (P404b5-6-D261b2-3)

たいていの人々は、つまらないものに執着し、その知性は不十分である。

[そして]善説に対して全く関心を持たぬばかりか、嫉妬の汚れにつつま

れて、 [善説を説くものを]憎しみさえする。従って、本書が他人の助け

になるなどと、私は考えたこともなかったが、長い間善説を繰返し研究し

てきたことによって[私の]心の中に熱意が増してきた。だから、本書[作

成]に対する意欲がわき起こったのである　20)

2.1.(p.3.6)こ[の偶]で聴衆の四種の欠点が示されている。 ①知憲が劣るこ

と(kuprajnatva) 、②無知であること(aj丘atva) 、③関心がないこと(anarthitva)?21)

④公平でないこと(amadhyasthya)であるO

2.1.1.(p.3.7) `pray坤'という語は、 [基本形がprayaと] a音で終わり、

多数を表す語(b軸ulyavacana)である22) `prayo janah'(「たいていの人々」)

とは、多くの人々のことである。

2.1.2.(p.3.8) 「つまらないものに執着し」 (prakrtasakti)とは、 「つまらな

いもの」 (prakrta)、すなわち、 [仏教]以外の諸論書、それに対する(tatra)

「執着」 (sakti)を持つ人である。 [文法的にはこのような複合語は認められ

ないかもしれないが、人々の間で複合語にしても同じ意味を]理解させるから

(gamakatvat) 、23)当該語は構成要素が]格を異にする所有複合語(vyadhikarana-

bahuvrihi)とみなすことができる(Loc.Bv.)

あるいは、 「つまらない執着」 (prakrta saktih)をもつ人と　拷えれば]、

[pr叫tasaktiという複合語の構成要素は]まさに格を同じくする。そして、

つまらないものを対象とする執着だから、つまらないのである。

この[複合語]によって、知恵が劣ることという、聴衆の[第一の]欠点が

言及されている。
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2.1.3.(p.3.ll) 「不十分な」 (apratibala)、つまり、論書の理解に関して能

力のない「知性」 (pr軸)をもつものが、 「その知性は不十分であるもの」

(apratibalaprajna)であり、 「たいていの人々」 (prayo janah)と結びつくO

この[複合語]によって、無知であること[という聴衆の第二の欠点]が言

及されている。

2.1.4.(p.3.12) [そのようなものは] 「善説に対して全く関心をもたない」

(subhasitair n豆narthy eva)t逆に、善説を説くものを「憎しみさえするO嫉

妬の汚れにつつまれて」 (vidvesty apir叩amalaih pariga叫)。24)全く関心がな

く、かつ、憎しみを抱くという意味。

この上連の語]によって、順次、関心がないことと公平でないこと[とい

う聴衆の第三、第四の欠点]が言及されているo

この場合も、 [両複合語は] 「たいていの人々」 (prayo janゅ)と結びつけら

れるべし。

2.1.5.(p.3.15)一方、他の人々は、 `pray坤'という語には、 [基本形が

pr豆yasと] S音で終わる不変化詞(nipata)もある。25)そして、それは、 「た

いてい」 (bahulyena)という第3格の意味で、本来用いられると、説明する0

2.1.6.(p.3.16) 「嫉妬」毎ya)とは、他人の成功に対する心の怒りである26)

それが即ち「汚れ」 (mala)である。心を汚すからであるo個々の事例27)の差

異があるから、 [Ir亨yamala坤と]複数表現をとる0

2.1.7.(p.3.17) 「従って」 (tena)以上の理由から、今昔こうとしている「本

書」 (ayam)、すなわち『(量)評釈。という書物が「他人の助けになるなどと

私(-我々asmakam)は考えたこともなかった」 (paropakara iti na台cint豆pi

naj

・par。pakara'[という複合語]は、他の人々の(paresam)助けとなるもの
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(upakara) [という意味のGen.Tp.J。 [upakaraとは、何かが]それによっ

て助けられる(upakriyate anena)手段・(ka pa)という意味でGHa由[とい

うkrt接尾辞がupa、毎の後に導入されて形成されている　28)

あるいは、他の人々を(paran)助ける(upakaroti)主体という意味で、

paropak融・a'[はupapada-samasa]である。 「行為対象(karman)が[共起項

目(upapada)]である場合、 aN [というkrt接尾辞が動詞語根の後に導入さ

れる]」 (-P.3.2.1: karmany ap)。

2.1.8.(p.3.20) 「それでは、どうして論書の作成に向かって活動するのか?」

という問いに、 「心の中に、長い間」 (ceta豆dram)云々と答える。

「長い間」 (ciram)、すなわち長期間(dirghakalam)、 「善説を繰返し研究し

てきたことによって」 (suktabhyasena) 「熱意」 (vyasana)、すなわち執着(sakti)、

専心の意(tatparata)が「増してきた」 (vivarddhita)、つまり、善説を繰返し

研究してきたことによって増してきた熱意をもつ「心」 (cetas)が、29)そのよ

うな[suktabhyasavivardhitavyasanaという複合語Gen. Bv.で]表現されて

いる。

「だから」 (iti)以上の理由によって、 「本書[作成]に対する」 (atra)、 『(量)

評釈』作成に対する「意欲がわき起こった」 (anubaddhasprha)、願望が生じ

たのである。

以上のように、ある人々(eke)は解説する。

2.2.(p.3.25)しかし、 [我々]他の人々(anye)は、30)別様に[解説する]。

「このダルマキールティ先生は、何故<評釈>(varttika)31)という仕方で『集

量論』 (P:ram豆nasamuccaya)の注釈を著し、他ならぬ独立の32)論書を[著わさ]

ないのか?」という質問の[出た]機会に、 [先生は] "pr豆yah"云々と言われ
>-

この[第2]燭の簡潔な意味は次の如し.すなわち、 「思慮(cinta)と悲心

(k;aru申)により、私(ダルマキールティ)には『集量論』の注釈33)作成]
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に対する願望が心の中にに生まれた」。思慮と悲心とは、デイグナ-ガ先生の

書かれた論書が余り[聴衆の]助けにならないから[生じ]、さらに、 [先生の

論書が]余り助けにならないのは、聴衆の罪34)に由来する。

2.2.1.(p.3.29)一方、 [各]語句の意味を述べる。

・prayah'とは、 「たいてい」 (bahulyena) [の意味]で、 「人はつまらないも

のに執着する」 (prakrtasaktir jan坤)と結びつくo

・っまらないもの」 (prakrta)と[いう語]は、世間において低級なもの[と

いう意味で]言われる。即ち、欠陥のあるものに随伴するものである。35)かく

して、異教徒(tirthika)の論書や、 [デイグナ-ガ]先生の体系的論書(n王ti岳astra)

に対して他派によって加えられた非難(叫ana)は、誤った知識から生じて

いるから、欠陥のあるものに随伴するものであるoだから、36) 「っまらないも

の」 (prakrta)であるoそれら(つまらないもの)に「執着」 (sakti)、即ち愛

着　　aga)をもつものが、そのように[・prakrtasakti'という所有複合語で]

表現された。

2.2.2.(p.4.7) 「しかし、何故つまらないものに執着するのか?」という間

に対して、 「その知性は不十分である[から]」 (apratibalapraj点a)と答えるo

だから、彼は悪説でも善説と理解して、つまらないものに執着するのである。

さらに、まさに「その知性は不十分で奉るから」、 [デイグナ-ガ]先生の善

説を自ら正しく理解することができず、 [それを]誤りあるものと理解して、37)

その先生の諸善説に対して「関心をもたない」 (anarthin)o

さらに、 [デイグナ-ガ]先生に対しで憎しみを抱くということを、 「単に→

(kevalam)云々という。先生の「善説に対して関心を持たぬばかりか,嫉妬

の汚れにつつまれて、憎しみさえする」 (na kevalam anarthl subhasitair vidve亨一

ty apirsyamalaih pariga叫)Oデイグナ-ガ先生に対して[憎しむの]である。

2.2.3.(p.4.12) 「[デイグナ-ガ先生は]どのような方か?」 [という問い
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に対して] 「善説を繰返し研究することに対する熱意が増してきた方」

(S政tabhyasavivarddhitavyasana) [と答える]O [この句は、第2倍ではd句に

あって、 C旬によって]隔てられているけれども, [b句の定動詞`vidvesti'と]

必ず関係が存在する。 《ⅩとYとの間に関係がある時,たとえ[Yが]遠くに

離れていてもⅩとの間にそれ(関係)がある≫　という論理による。

「善説」 (sukta)とは、すばらしい言葉(岳obhanam uktam)であり、世尊

の説法である38)それを「繰返し研究すること」 (abhyasa)、それに対する「熱

意」 (vyasana)、すなわち、それに対する極度の執心が「増してきた」

(vivarddhita)、デイ　グナ-ガ先生が、そのように[`suktabhyasavi-

vardhitavyasana'という所有複合語で]表現されている。

この[句]によって、デイグナ-ガ先生が功徳と知慧[の二資糧]を積まれ

たことを[ダルマキールティ先生は]述べておられるO　というのも、功徳と知

憲を積まれた方々のみが、 「善説を繰返し研究することに対する熱意が増して

きた方」であるからである。

2.2.4. (p.4.16) 「知性が不十分である」 (apratibalapraj丘a)ものは、 [デイ

グナ-ガ]先生の善説に対して「関心を持たず」 (anarthin)、 「つまらないも

のに執着する」 (prakrtasakti)t 「従って」 (tena)この理由から、 「これ」 (ayam)

すなわち、 『集量論』は、 「あまりよい助けではない」 (na paropak豆r坤/mchog

tu phan pa min pa'o)t

`upakara'とは、助けること(upakarana)である[krt]接尾辞GHa再は、

行為の意味で[動詞語根の後に]導入される(-P.3.3.18: bhave ghafi.)39)

para、すなわち、卓越した(utkr亨ta) 「助け」 (upakara)が、これ(- 『集

量論』)からは得られ「ない」 (na)から、 「あまりよい助けではない」 (na

paropakar坤)のである。

しかし、若干の助けは必ず存在する.そして、それが「たいてい」 (pr豆yah)

という語によって、40)まさに暗示されているのである。
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2.2.5.(p.4.20) `iti'という語は、理由の意味である。

以上の理由から、 「私」 (nah)、すなわち我々(-ダルマキールティ)は、41)

「この論書(- 『集量論』)は、重要(mahartha)であるが、多くの人々にとっ

ては助けとはならない。だから、どのようにして、これを非常に実りあるもの

isaphalya)とすることができようか?」という「思慮」 .cmta)を持った。

さらに、 「菩薩の如き[デイグナ-ガ]先生に対する憎しみは、たとえほん

の僅かでも、非真実(anartha)の原寓42)となるO従って、私(-ダルマキー

ルティ)は先生の思想体系(nlti)を誤りなく説明することによって、先生に

対する尊敬の念を生じさせたうえで、かの非真実の原因42)から、人を43)退転

させよう」という、このような、 [人々を]苦から離脱させたいという欲求と

いう形の悲心(karuna) [を私が持つこと]も、 [第2備中の] `apiという語

から[知られる]。

2.2.6.(p.4.24) 「だから、本書[作成]に対する意欲がわき起こったのである」

(ity atr豆nubaddhasprham)において、 [備中の]第二の`iti*という語によって、

思慮と悲心とが[本書作成の]原因であることが述べられている。

「だから」 (iti)この両者、思慮と悲心とによって、 「[私の]心の中には」 (cetas)、

「長い間」 (dram)すなわち、長期間(dirghakalam)、 「本書」 (atra)、すなわ

ち『集量論』の注釈である『量評釈』44)作成に対する「意欲がわき起こった」

(anubaddhasprha)、つまり、欲望が持続して起こったのである。45)

【訳註】

1.)シャ-キャブッデイ注(以下SB)には、この帰敬偶以下の3偶のかわりに、次の

ような帰敬偽がおかれている。　　　　　　　　　Peking lb3-2a3-Derge lbl-3‥

gang zhig shes rab mtshon mos nyon mongs dra ba mtha'dag rab bral (D: dral) ba rtse

ba'i bdag nyid can // shin tu dri med bio gros gang gi thugs ni shes bya kun la thogs

pa mi mnga" zhing // gang zhig bskal pa grangs las 'das par gzhan la phan pa mdzad la

skyo bar ma gyur pa // 'jam dbyangs de la phyag 'tshal nas ni gzhung 'grel lugs brgya

ldan pa rnam par dbye bar bya / 「知憲の鋭い剣によって煩悩の網がすべて取り除か
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れ(/切り裂かれ)、遊戯神通を本性とし、全く無垢なる智の故に、その御心がすべ

ての所知において無擬であり、数を超越した劫の間他人のために利益をはかって倦む

ことがない、マンジュゴーシャ(文殊師利)に敬礼した後、百もの解釈がある(この)

書物『(量)評釈』を分析しよう。」

カルナカゴーミン(以下、 KG)の帰敬偶の韻律は、云arudulavikr坤ta、次の2偶の

それはVasantatilakaである。

2) avaj点ayatiは、文法的にも、韻律上も、奇妙である。 avajanatiとしても韻律には

合致しない。

校訂者サーンクリテイヤーヤナは、脚注で本詩領はバヴァブ-ティの戯曲『マ-ラ

ティーとマ-ダヴァ』の次の詩甥のパロディーであると言う　yenamakecidiha叫

prathayanty avajnam jananti te kim api tan prati naisa yatnah / utpasyate mama tu

ko'pi samanadharma kalo hy ayaふniravadhivipula ca prthivI // 1.6 // (Haridas Skt.

Series 247, p.13)

辻直四郎『サンスクリット文学史』 (岩波全書277) 91頁に和訳されている。 「われら

を軽蔑なさる方々は、何かご承知には相違ない。とはいえわれらの骨折はそのような

方々に向けられではおりませぬ。われらと意向を同じくする人も、いつか生まれて参

りましょう。時間は無限、大地は広いものでありますから。」

3 ) p.l・16‥ stutipurassaraya - stutipura垣araya.

本節に対応するS Bは、以下のようである。　　　　　　　P2a3-2b2-Dlb3-2al‥

ya rabs dag ni phal cher bstan bcos rtsom pa la 'dod pa'i lha la phyag byas so (D: byed

do) // de bas na slob dpon 'di yang bdag nyid dam pa rnams dang spyod pa mthun par

bstan par bya ba dang / khyad par du (P: 0m.) 'phags pa'i lha la bstod pas bsod nams

phel la / bsod nams 'phel bas kyang bstan bcos bgegs med par tshar phyin pa dang /

chad par byed pa dang / nyan par byed pa rnams sngar bstod nas zhugs pa las bsod

nams skye ba'i phyir gzhan gyi don gzigs nas / rtogs pa'i dra ba rnams bsal ring (D:

zhing) zhes bya ba la sogs pa khyad par du 'phags pa'i lha la mchod pa brtsams so //

「先賢たちは、概して、論書を始めるにあたって、好ましい神格に対する帰敬を行っ

てきた。だからこの[ダルマキールティ]先生も、 ①自らが良き人々と行いが同じで

あることを示さねばならないこと、②とりわけすぐれた神格に対する称賛によって[自

らの]福徳を増大し、さらに[その]福徳の増大によって、論書が支障なく完成する

こと、そして、 ③ [本書を]解説する[注釈]者や[その]聴衆のためにまず[仏の]

称賛を先立てる活動をする(つまり、帰敬偶をおく)ことによって[他者に]福徳を

生じるから、他者の利益になるとお考えになって、 `vidhutakalpanajala-'云々と、と

りわけすぐれた神への崇拝[の偶]を始めたのである。」
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Cf. Ya岳omitra, Abhidharmako岳avyakhya, ed. Wogihara, p.2,15-17: namaskararambhas

tu svapunyaprasavartham. sadac云ranuvrttipradar台anartham va. krtabhimatade-

・atapujastutinamask豆ra hi santah kriyam arabhanta iti satam acarat.

4) KG pp.1.19-3.14 - SB P2b2-4a2-D2al-3b2.

5 ) p.1.22: bhavativi-*bhavat王ti, cf. SB P2b4: mis par 'gyur bas.

6) p.2.4: tatra; no equivalece in SB.

7 ) p.2.5: vidhvastam; no equivalence in SB.

8 ) p.2.10: omit the da:叫a after bhagavat坤・

9 ) SB P3a3-D2b4 adds ma tshang ba med par ('avikalam).

10) p.2.14: -grahana evam (Read eva); SB P3a4-5-D2b5: rab tu gsal bar byed par

('praka岳ane). kho na (eva) appears after -vi亨ayas.

ll) p.2.14: omit the da叫a after dharmade豆ana.

12) Cf. SB P3a5-D2b6: 'od zer dang 'dra bas na.

13) p.2.16: vinayebhy坤-vineyabhya恒f. SB P3a5-6=D2b6: gdul bya rnams la.

15)ヤショーミトラは、 「カーラカ」は話し手の意図によるとして、 na叫が第二格語

尾をとるのも認めている。 Yasomitra, Do., p.7.10‥ vivak申叫k急rakani bhavanti.

16) p.2.20: padarthas; cf. SB P3a8-D3al‥ tshig (pada).

17) p.2.23: kayatrayam apy (Read tu?) anurupah bodhisattvan豆ふ(Read in api?) vidyata

eva; cf. SB P3bl-2-3a2: byang chub sems dpa'rnams la yang rjes su mthun pai sku

gsum ni yod pa kho na te, Manorathandin's Vrtti (ed. S豆桓tyayana) p.2.14: kayatrayan

tu bodhisattvanam apy asti.

18) p.2.26: iva krtva-iti krtv豆; cf. SB P3b3-D3a3: skad du byas nas.

19) Vakroktiは「修辞法」 (alamkara)の一種であるが、第2個におけるその役割は、

筆者には不明である。

20)韻律は豆ard屯Iavikr坤taである。なお、 b句のチベット語訳は、原文のparigata (Tib.

yongs gyur)の構文を正確に理解していないように見えるoチベット文から訳すと

・・…-嫉妬の汚れの故に、憎しみさえする」となろう。ギャル・ツアップなどのチベッ

ト入学者も、この点には気づいていない様子であるo 『量評釈』のチベット語訳は、

シヤーキャ・ハンディタの校訂も経ており、おおむね信頼のおけるものであるだけに、

冒頭にこのような錯誤のあることは不思議であるoこの点に関しては、大谷大学の自

館戒雲氏の御助言を得たoここに記して、感謝の意を表したい0

21) SB P3b5 don du gnyer ba nyid: D3a5 don du mignyer banyid

22) p.3.7: pray坤岳abda okaranto - praya坤bdo 'karanto; no equivalence in SB.

23)複合語の形成原理としての`gamakatva'については、次を参照されたい。
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S.DJoshi, Patanjali's Vyakarana-Mahabh急事ya, Samarthahnika (P.2.1.1), Poona, 1968, pp.

vi-vii, 42 fn.62.

24) Cf. SB P4al-D3bl: phrag dog dri ma dag gis sdang bar yang yongs su gyur ting

ldanpayin te.下線部に相当する語は、 K Gには見られないO `parigata'を「所有」 (Ida

pa)の意味の語と言い換えたのであろうが、注20)に述べたのと同じ構文上の問題が

ある。

25) KG p.3.15-16 has no correspondence in SB. `pray坤'を「たいてい」と副詞にとるの

が、カルナカゴーミンの正説である　cf.2.2.1.

p.3.15‥ praya豆豆abdasya (?sa) kar豆nto - pray坤豆abdasya sakaranto.

26) KG3.20-6.5-SB P4a2-7al-D4b2-6a2.

27) SB P4a3: bsal ba'i - gsal ba'i (-D4b3)

28) Cf. P.3.3.16, 3.3.19.

Cf. SB P4a4-5-D3b3-4二gzhan dag gi (P gis) phan pa ste 'dis phan pa byed pas te byed

pa yin no // yang na gzhan dag la phan par byed pas na gzhan la phan pa ste las yin

no// 「[備中の「他人の助け」 gshan la phan paとは]他の人々の助けという意味で

あり、それによって[何かを]助けるものという意味で手段のことである.あるいは、

他の人々を助ける主体という意味で、 「他人の助け」であり、 [この場合「他人」は]

行為対象である。」

29) p.3.22‥ cetasas; no equivalence in SB.

30)以上の「ある人々」 (eke)の解釈は、シャ-キャブッデイやカルナカゴーミンの認

めるところではなく、この「他の人々」 (a叩e)の解釈こそ彼らのより好むものと見

なされねばならない。その意味で、 Steinkellner[1980] p.287, fn.16の記述は若干修

正される必要がある。

Cf. Thieme, Panini and the Panin王yas, Kleine Schriften, T.2, p.587.

なお、彼の記すように、 KG p.3.25-4.27=SB P4a7-5b2 (=D3b6-4b6)は、 『量評釈』

のマノーラタナンデイン注の末尾に付せられたヴイブ-ティチャンドラの書き込み

(以下PVMV)の一部(p.515.3-23)とほぼ一致する。以下のテキスト校訂にはこ

れも利用することとする。

31) Cf. Bronkhorst, "varttika", WZKS Band XXXIV, 1990, p.123 ff.

32) p.3.26‥ svatantram; SB P4a8-D3b6: rang dga'("svestam?).

33) p.3.28‥ vyakhyay五m - SB D3b7: bshad par (missing in P).

34) p.3.29:菖ratrjan五一一菖rotrjana- (-PVMV p.515.6) ; cf. SB P4b2-D4al: nyan pa po'i

skyebo.

35) p.4.5: du亨tonvay坤- dustanvay坤( - PVMV p.515.7); cf.SB P4b3 -D4a2: gang
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zhig rgyu ngan pa las byung ba yin no.

36) p.4.6: omit the da叫a after -dusa申ni; du宇t豆nvayえd ya叫→ dust云nvayany at坤(=

PVMV p.515.8); cf. SB P4b4-D4a3: rgyu ngan pa las byung ba yin.no.

37) p.4.9: do亨avattvena grhitva; no equivalence in SB.

38) p.4.14: bhagavatpravacanam; no equivalence in SB.

39) ci. SB P5左4-D4b2: phan pa ni phan pa ste ngo bo (=bh豆va) yin no.

40) p.4.20: praya菖abdena → pray坤岳abdena.

41) p.4.20: asmakaふ- no'smaka血cf. PVMV p.515.17: n豆smakam (sic!); however, no

equivalnent of `asmakam'in SB (bdag gis).

42) p.4.22: anarthahetur; cf. SB P5a7-D4b4: phung bar 'gyur ba'i rgyu (災厄の原因)o

artha/anarthaは、 『量評釈自注』の冒頭に現れる重要な概念であり、シャ-キャブッ

デイとカルナカゴーミンでは解釈に相違があるため、このような異読が生じたのであ

ろう。

43) p.4.23: janam; no equivalence in SB.

44) p.4.26‥ -pram融ざavarttika-; SB P5b2-D4b6: gzhung grel.

45)かくして、第2偶は次の棟に訳出することができよう。

「たいてい、人はその知性が不十分であるから、つまらないものに執着する。 [そして、

デイグナ-ガ先生の]善説に対して全く関心を持たぬばかりか、嫉妬の汚れにつつま

れて、善説を繰返し研究することに対する熱意が増してきた方(エディグナ-ガ先生)

に対して憎しみさえする。従って、この[『集量論』]は[たいていの人にとって]あ

まりよい助けとはならない。だから、私は[どうしたらこの『集量論』を実りあるも

のにできるかという]思慮も[人々を憎しみという非真実の原因から離脱させようと

いう悲心も]もつようになった。だから、 [私の]心の中には、長い間、 [『集量論』

の注釈である]本書[『量評釈』作成]に対する意欲がわき起こったのである。」
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Karnakagomin's T壬ka on

Pramanavarttika, Chapter I (l)

Shoryu KATSURA

This is the first attempt to put into a modern language Karnakagomin's com-

mentary on Dharmakirti's Pram坤avarttika-svavrtti. As is well known, his com-

mentary closely follows S豆kyabuddhi's commentary on the same text, so that we

should compare the two texts carefully to understand and correct the texts. The

following is the synopsis of the portion of the text translated in this paper:

0.1.-0.3. The Introductory verses

1.0.　Introduction to the Mapgala Verse, PV I.I.

1.1.　　Samantabhadra - Buddha

1.1. 1.　　svathasampatti -kayataraya

1. 1.2.　　pararthasampatti

1.1.3.　　pararthasampattyup豆ya- dharmade云ana

1.1.4.　　'namah'

1.2.　　Samantabhadra - Bodhisattva

2.0.　Introduction to the Introductory Verse, PV 1.2.

2.1.　　Four Defects of the Listners

2・1.1.　`pray坤'-`most'

2.1.2.　　kupraj員atva

2.1.3.　　aj員atva

2.1.4.　　anarthitva & am豆dhyasthya

2.1.5.　'pray坤'-`mostly'

2.1.6.　`ir亭ya'

2. 1.7.　'paropakara

2.1.8.　　The Reason for Writing PV

2.2.　　The Preferable Interpretation of the Verse

2.2.1.　'pray坤'-`mostly', 'prakrtasakti'

2・2.2.　　The Reason for 'prakrtasakti'

2.2.3.　　The Characterization of Dignaga
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2.2.4.

2.2.5.

2.2.6.

ヵルナカゴーミン作『量評釈第1章復注。和訳研究(1) (桂)

`paropakara

cinta'and `karuna

The True Reason for Writing PV




